
生殖補助医療（体外受精・顕微授精）では、複数回胚移植を行っても妊娠に至らない場合に、妊娠率の向上や着床環境の評

価を目的として、追加の検査や処置を行うことがあります。

このうち、厚生労働省が先進医療として認めている検査・処置は、医学的に必要と判断された場合、保険診療と併用して受

けることができます。

胚移植などの基本的な治療は保険適用となりますが、先進医療にかかる費用は自己負担となります。

検査・処置は妊娠率の向上を目的として行われ

ますが、すべての患者様に効果が認められるわけではありません。

以下では、当院で実施している主な先進医療についてご紹介します。

反復着床不全における先進医療について

アイリスウィメンズクリニック武蔵境

反復着床不全における先進医療

子宮内膜スクラッチ

子宮内膜スクラッチは、胚移植を繰り返しても妊娠に至らない場合に、着床しやすい子宮内環境を整えることを目的として行う

先進医療です。細い専用器具で子宮内膜を軽くこすって小さな傷をつけることで、傷の修復過程で分泌されるサイトカインなど

の働きにより、着床しやすい環境づくりを目的として行います。

【どのような治療？】

反復着床不全の方では、子宮内膜の着床環境を整えることで、着床率や妊娠率の向上が報告されています。

また、麻酔を必要とせず、外来で5分程度と短時間で行えるため、体への負担が少ない処置です。

【期待される効果】

処置中に軽い生理痛のような痛みを感じたり、処置後に数日間少量の出血がみられることがあります。また、ごく稀に子宮

内感染などの合併症が起こることがあります。さらに、前周期に処置を行うため、治療スケジュールによっては予定してい

る移植周期を変更する必要が生じる場合があります。

【注意点】

免疫反応に関わる因子

胚が着床しやすい環境



ERA検査/ERPeak検査　
（子宮内膜受容能検査）

子宮内膜が胚を受け入れやすい時期（着床の窓）を調べ、患者様に適した胚移植のタイミングを検討する検査です。

子宮内膜を少量採取して遺伝子を解析し、着床の窓のずれが認められた場合は、黄体ホルモンの投与時間を調整して個別化胚

移植を行います。ERA検査とERPeak検査は解析する遺伝子や判定方法が異なりますが、検査の目的はほぼ同じです。ERPeak

検査は解析対象を絞り込むことで、少量の検体でも高い精度で判定できることが特徴です。

【どのような検査？】

患者様ごとの着床に適した胚移植のタイミングを推定できる検査です。着床の窓にずれがある場合は移植時期を調整でき、

原因不明の反復着床不全では原因を検討する一つの選択肢となります。

【期待される効果】

良好胚や正常染色体胚を移植した患者様を対象とした大規模研究では、妊娠率や生児獲得率の有意な改善は示されていません。

一方で、反復着床不全では有用性が示唆されています。検査のため胚移植は約1周期延期となり、子宮内膜を採取する際に

軽い痛みや少量の出血を伴うことがあります。また、ごくまれに感染を起こす可能性があります。

【注意点】

28日⽬月経周期
　第0日

排卵

着
床
の
窓

反復着床不全の20-30％の方が
着床の窓にずれ

良好胚でも着床時期のずれで
妊娠しない可能性

EMMA/ALICE　
（子宮内細菌叢検査１）

子宮内膜に存在する細菌（子宮内細菌叢）を遺伝子解析し、着床に適した環境かどうかを調べる検査です。 子宮内膜を少量採

取して、乳酸菌（ラクトバチルス）の割合や慢性子宮内膜炎に関連する細菌の有無を調べます。EMMAは子宮内細菌叢のバラン

スを評価し、ALICEは慢性子宮内膜炎に関連する細菌の有無を調べる検査です。

【どのような検査？】



子宮内細菌叢の乱れや慢性子宮内膜炎に関連する細菌を確認でき、必要に応じて抗菌薬や乳酸菌製剤などによる治療を行うことが

あります。原因不明の反復着床不全や反復流産の原因を検討する一つの選択肢となります。

【期待される効果】

子宮内細菌叢の異常が見つかっても、治療による妊娠率の向上には個人差があります。検査のため胚移植は約1周期延期となり、

子宮内膜を採取する際に軽い痛みや少量の出血を伴うことがあります。

【注意点】
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子宮内膜フローラ検査
（子宮内細菌叢検査2）

腟内に存在する細菌のバランス（腟内フローラ）を遺伝子解析で調べる検査です。 腟内の乳酸菌（ラクトバチルス）の割合や

細菌の種類を調べ、着床や妊娠に適した環境かどうかを評価します。

【どのような検査？】

腟内フローラの乱れを確認し、必要に応じて乳酸菌製剤などによる治療を行うことがあります。腟内環境を整えることで、妊娠しや

すい環境づくりを目指します。

【期待される効果】

検査結果に応じて腟内環境を整える治療を行いますが、

妊娠率への効果には個人差があります。子宮内膜を採取

する際に軽い痛みや少量の出血を伴うことがあります。

【注意点】
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β2GP1ネオセルフ抗体

反復流産や着床不全の原因となる可能性があるβ2GP1ネオセルフ抗体の有無を調べる血液検査です。ネオセルフ抗原は子宮内膜
にも存在すると報告されています。そのため、β2GP1ネオセルフ抗体が存在すると子宮内膜を攻撃して着床を妨げたり、胎盤に
微小血栓を生じて流産との関連が報告されています。不育症女性の約16～18％で陽性と報告されています。

【どのような検査？】

着床不全の原因の一つである免疫学的要因を評価できます。抗体が陽性の場合は、低用量アスピリンやヘパリンなどによる

治療を行うことがあります。

【期待される効果】

血液検査のみで行えますが、抗体が陽性でも必ずしも着床不全の原因とは限らず、検査結果は他の検査結果とあわせて

総合的に判断します。

【注意点】
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